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北
海
道
東
海
大
学
大
学
院
国
際
地
域
学
研
究
科
を2008

年3

月
に
修
了
さ
れ
た
生
越
玲
子
さ
ん
が
、
ご
自

身
が
留
学
さ
れ
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
ヘ
ル
ネ
ス
・
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
な
ど
を
参
考
に
し
、
社
会
人
を
対
象
に
し
た
生

涯
学
習
の
た
め
の
社
会
人
カ
レ
ッ
ジ
「
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
札
幌
」
を
開
校
さ
れ
ま
し
た
。 

  

東
海
大
学
国
際
文
化
学
部
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
要
な
特
色
の
一
つ
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。「
座
学
を

実
践
へ
と
結
び
つ
け
る
」
指
針
の
も
と
で
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
視
」
し
て
い
ま
す
。 

  

私
自
身
も
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
全
面
的
に
共
感
し
、
本
学
部
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
第
一
号
と
し
て
の
ノ
ル

ウ
ェ
ー
・
テ
レ
マ
ー
ク
大
学
大
学
祭
参
加(2005)

を
は
じ
め
、
下
の
例
の
よ
う
に
多
く
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。
私
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
グ
ロ
ー
カ
ル
な
視
点(

北
欧

を
ヒ
ン
ト
に
地
域
で
行
動
す
る)

で
、
到
達
目
標
を
、
創
造
性
と
自
己
効
力
感
と
設
定
し
、
あ
る
程
度
の
効
果
は

得
て
き
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。 

 

H
okkaido Style in Sw

eden 2006 

当
別
＝
レ
ク
サ
ン
ド
姉
妹
提
携20

年
記
念
交
流
支
援(2007) 

支
笏
湖
氷
濤
祭
活
性
化
支
援(2006-2007) 

  

生
越
玲
子
校
長
の
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
札
幌
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
「
座
学
か
ら
実
践
」
の
模
範
ケ
ー

ス
で
も
あ
り
ま
す
。 

  

私
は
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
札
幌
に
以
下
の
よ
う
な
理
由
で
も
大
き
な
期
待
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
も
全
面
的
に
支
援

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 1)  

地
域
の
社
会
人
の
方
々
に
対
し
て
：
学
ぶ
機
会
の
提
供 

2)  

大
学
に
と
っ
て
：
地
域
の
方
々
と
の
交
流
の
機
会 

3)  

大
学
生
に
と
っ
て
：
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
い
社
会
人
の
方
々
と
の
交
流
の
チ
ャ
ン
ス 

4)  

生
越
玲
子
校
長
の
後
輩
に
と
っ
て
：
活
躍
さ
れ
る
先
輩
と
し
て
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル 

  

閉
塞
状
態
の
日
本
は
多
々
の
社
会
経
済
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。 



 
し
か
し
、
す
べ
て
の
国
民
が
真
剣
に
学
び
、
そ
し
て
解
決
方
法
を
共
に
考
え
れ
ば
、
将
来
は
明
る
い
兆
し
が

見
え
て
く
る
、
と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。 

 

ホ
イ
ス
コ
ー
レ
札
幌
に
お
け
る
受
講
生
の
皆
さ
ん
の
毎
回
の
真
剣
な
眼
差
し
と
ご
発
言
に
触
れ
る
た
び
に
、

そ
の
確
信
を
一
層
深
く
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

  

ホ
イ
ス
コ
ー
レ
札
幌
の
生
越
玲
子
校
長
先
生
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
受
講
生
の
皆
様
、
一
緒
に
地
域
の
問
題

を
考
え
、
生
越
玲
子
校
長
ご
自
身
が
示
さ
れ
た
よ
う
に
「
座
学
か
ら
実
践
」
を
目
指
し
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。 


